
日
米
両
政
府
は
11
日
、
米

ワ
シ
ン
ト
ン
で
外
交
・
軍
事
担

当
閣
僚
の
安
全
保
障
協
議
会

（
２
プ
ラ
ス
２
）
を
開
催
し
た
。

日
本
政
府
が
「
国
家
安
全
保

障
戦
略
」
な
ど
安
保
３
文
書

を
改
訂
し
敵
基
地
攻
撃
能
力

=

「
反
撃
能
力
」
の
保
有
を
明

記
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
日

本
に
お
け
る
最
適
化
さ
れ
た

米
国
の
戦
力
態
勢
が
、
南
西

諸
島
を
含
む
地
域
に
お
け
る

強
化
さ
れ
た
自
衛
隊
の
能
力

及
び
体
勢
と
と
も
に
同
盟
の

抑
止
力
及
び
対
処
力
を
実
質

的
に
強
化
す
る
」と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
沖
縄
を
含
む
南
西

諸
島
を
対
中
国
を
念
頭
に
置

い
た
戦
争
拠
点
〝
捨
石
〞
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

岸
田
政
権
は
、
国
会
審
議

を
は
か
ら
ず
に
国
家
安
全
保

障
戦
略
を
閣
議
決
定
し
た
。

「
反
撃
能
力
」＝
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
は
、
そ
も
そ
も

歴
代
政
府
の
憲
法
解
釈
で
あ

る
「
専
守
防
衛
」
を
か
な
ぐ
り

捨
て
て
「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」
に
突
き
進
む
も
の
で
あ

り
、
憲
法
と
立
憲
主
義
を
破

壊
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

共
同
声
明
は
立
証
し
た
。

敵
基
地
攻
撃
の
能
力
の
保

有
は
、
日
本
を
守
る
も
の
で

は
な
く
、
米
国
が
行
う
戦
争

に
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
し

て
、
自
衛
隊
が
米
軍
と
肩
を

並
べ
て
闘
う
こ
と
で
あ
り
、

日
本
の
本
土
が
攻
撃
さ
れ
る

全
面
戦
争
に
ま
き
込
ま
れ
る

も
の
で
あ
る
。
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
保
有
す
る
と
は
、
米

国
製
長
距
離
巡
行
ミ
サ
イ
ル
・

ト
マ
ホ
ー
ク
な
ど
の
大
量
の

ミ
サ
イ
ル
配
備
を
計
画
し
、

５
年
間
で
43
兆
円
を
明
示
し

て
い
る
。

政
府
の
軍
拡
財
源
論
は
、

庶
民
増
税
や
く
ら
し
の
予
算

流
用
や
削
減
、
さ
ら
に
は
、
消

費
税
増
税
が
も
く
ろ
ま
れ
て

い
る
。
断
じ
て
許
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

先
人
た
ち
の
不
屈
な
た
た

か
い
に
学
ん
で
、
「
ふ
た
た
び

戦
争
と
暗
黒
政
治
許
す
な
！
」

の
旗
を
掲
げ
て
闘
う
わ
が
国

賠
同
盟
は
、
戦
争
ス
ト
ッ
プ

め
ざ
し
て
全
力
を
つ
く
そ
う
。

以
上

先
日
、
筆
者
は
本
誌
に
て
「
２

０
２
２
年
は
寅
年
、
２
０
２
３

年
は
卯
年
、
つ
ま
り
虎
か
ら
兎

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
年
だ
か

ら
こ
そ
、
高
知
県
出
身
の
活
動

家
・
石
建
虎
兎
栄（
い
し
た
て
・

こ
と
え
）を
売
り
出
し
て
は
い
か

が
か
」
と
い
う
内
容
の
記
事
を

投
稿
し
た
。
書
い
た
は
よ
い
が
、

ど
の
よ
う
に
売
り
出
し
て
い
く

か
悩
み
ど
こ
ろ
だ
が
、
も
う
一

人
、
「
兎
」
に
ち
な
ん
で
Ｐ
Ｒ
し

た
い
人
物
が
い
る
。
福
岡
出
身

で
、
反
戦
平
和
を
貫
い
た
女
性

活
動
家
・高
島
満
兎（
た
か
し
ま
・

ま
と
）で
あ
る
。

満
兎
は
、
１
９
０
９
年
10
月
、

福
岡
県
久
留
米
市
に
あ
っ
た
酒

蔵
業
の
家
に
生
ま
れ
た
。
そ
の

後
、
久
留
米
高
女
へ
と
進
学
し
、

１
９
２
６
年
に
は
日
本
女
子
大

学
に
入
学
。
こ
の
在
学
中
、
学
生

社
会
科
学
連
合
会（
学
連
）
に
参

加
し
、
卒
業
後
は
日
本
共
産
青

年
同
盟（
共
青
）
に
加
盟
し
た
。

こ
の
共
青
こ
そ
、
現
在
の
民
主

青
年
同
盟（
民
青
）
の
前
身
で
あ

り
、
今
年
は
、
そ
の
結
成
か
ら
１

０
０
年
に
当
た
る
。

【２
面
に
つ
づ
く
】
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２
０
２
２
年
９
月
に
県
庁
前
で

開
か
れ
た
安
倍
国
葬
反
対
の
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
様
子

「兎
」に
ち
な
ん
で
２



満
兎
は
、
ど
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
、
革
新
思
想
に
至
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
労
働

農
民
党
の
活
動
を
し
て
い
た
兄
・

日
郎（
じ
つ
ろ
う
）
の
影
響
が
大

き
い
よ
う
だ
。
日
郎
は
、
１
９
２

７
年
、
党
活
動
の
中
で
権
力
に

捕
縛
さ
れ
た
が
、
決
し
て
転
向

す
る
こ
と
な
く
、
留
置
場
の
壁

に
「
労
働
者
、
農
民
を
苦
し
め
る

天
皇
制
を
打
倒
せ
よ
」
と
書
い

た
。
結
果
、
不
敬
罪
で
鹿
児
島

刑
務
所
に
投
獄
と
な
り
、
仮
出

獄
し
た
翌
１
９
３
２
年
３
月
、
24

歳
の
若
さ
で
急
逝
し
て
い
る
。

日
郎
が
投
獄
中
の
１
９
３
０

年
４
月
、
大
学
を
卒
業
し
た
満

兎
は
、
上
記
の
通
り
共
青
に
入

り
、
同
年
７
月
頃
に
は
、
そ
の
機

関
誌
「
無
産
青
年
」
の
編
集
局
で

組
織
部
を
担
当
し
た
。
各
地
に
、

同
誌
の
配
布
網
を
広
げ
る
こ
と

が
、
そ
の
任
務
で
あ
る
。
頭
脳
明

晰
で
責
任
感
も
高
か
っ
た
満
兎

の
指
導
で
、
千
葉
医
大
の
共
青

班
は
、
75
人
ほ
ど
の
「無
産
青
年
」

読
者
会
を
組
織
す
る
に
至
っ
た
。

彼
ら
は
、
国
鉄
千
葉
機
関
区
に

「帝
国
主
義
戦
争
反
対
！
」
の
ビ

ラ
を
ま
い
た
り
、
共
青
の
ポ
ス
タ
ー

を
貼
っ
た
り
し
な
が
ら
、
天
皇

主
権
の
暗
黒
政
治
に
反
対
し
た

の
で
あ
る
。

読
者
網
を
次
々
と
開
拓
す
る

満
兎
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、

東
京
周
辺
だ
け
で
な
く
山
梨
や

奈
良
に
も
地
方
配
布
の
連
絡
を

組
織
し
て
い
っ
た
。
読
者
会
を

媒
体
と
し
て
共
青
の
組
織
を
構

築
し
て
い
く
満
兎
は
、
学
生
た

ち
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
革
命
運
動

の
指
導
者
で
あ
る
ロ
ー
ザ
・ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
に
ち
な
み
、
「
ロ
ー

ザ
」と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

１
９
３
１
年
９
月
、
「
満
州
事

変
」
が
始
ま
り
、
日
本
帝
国
主

義
に
よ
る
中
国
東
北
部
へ
の
侵

略
が
進
め
ら
れ
る
中
、
満
兎
ら

共
青
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
戦
争

の
不
義
理
を
見
抜
き
、
精
力
的

に
活
動
し
た
。
こ
の
頃
、
満
兎
は

共
青
千
葉
県
委
員
会
の
実
質
的

責
任
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た

が
、
結
核
を
罹
患
し
、
入
院
す

る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
、
途
中
で

病
院
を
抜
け
出
し
て
活
動
し

（
こ
の
行
為
は
、
決
し
て
褒
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
が
）
、
１
９

３
２
年
に
日
本
共
産
党
に
入
党
。

同
時
に
、
共
青
中
央
の
農
民
対

策
部
長
と
な
り
、
長
野
な
ど
で

共
青
再
建
の
た
め
に
奔
走
し
た
。

だ
が
、
す
で
に
治
安
維
持
法
が

改
悪
さ
れ（
１
９
２
８
年
に
最

高
刑
を
死
刑
と
定
め
た
）
、
権

力
の
目
も
厳
し
く
な
っ
た
折
の

１
９
３
３
年
３
月
、
満
兎
は
、
東

京
・
新
宿
の
借
家
で
特
高
警
察

の
襲
撃
を
受
け
た
。
特
高
は
、

共
産
党
中
央
に
潜
伏
し
て
い
た

ス
パ
イ
の
手
引
き
で
、
深
夜
の

時
間
を
狙
っ
て
突
入
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
逃
げ
よ
う
と
し
た

満
兎
は
、
２
階
か
ら
飛
び
降
り
、

骨
盤
を
複
雑
骨
折
す
る
。
そ
し

て
、
下
半
身
を
動
か
す
こ
と
も

で
き
な
い
ま
ま
、
そ
の
翌
年
７

月
、
兄
と
同
じ
く
24

歳
の
若
さ

で
亡
く
な
っ
た
。

筆
者
は
、
先
日
、
満
兎
の
生
ま

れ
た
福
岡
県
を
訪
ね
た（
た
だ

し
、
博
多
駅
周
辺
の
み
で
、
満
兎

の
故
郷
で
あ
る
久
留
米
市
に
は

行
か
な
か
っ
た
）
。
同
県
は
、
右

翼
的
な
勢
力
が
強
い
土
地
柄
と

聞
く
。
明
治
時
代
に
同
地
で
結

成
さ
れ
た
日
本
最
初
の
右
翼
団

体
「
玄
洋
社
」
の
影
響
か
、
そ
れ

と
も
元
寇
の
舞
台
と
な
っ
た
地

だ
か
ら
か
、
そ
の
理
由
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
同
地
で
革
新

運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、

昔
も
今
も
労
苦
が
絶
え
ぬ
こ
と

だ
ろ
う
。
思
え
ば
、
90
年
代
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
「ネ
ッ

ト
右
翼
」を
育
て
た
漫
画
家
・
小

林
よ
し
の
り
氏
、
在
日
コ
リ
ア
ン

の
排
除
を
露
骨
に
訴
え
「ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
」
と
い
う
言
葉
を
広

め
た
活
動
家
・
桜
井
誠
氏
、
自

民
党
の
大
物
と
し
て
今
な
お
改

憲
論
や
「靖
国
史
観
」を
牽
引
す

る
政
治
家
・
麻
生
太
郎
氏
ら
も
、

福
岡
県
出
身
だ
。

彼
ら
右
派
勢
力
の
台
頭
は
、

今
や
政
治
、
文
化
、
メ
デ
ィ
ア
等

の
世
界
に
浸
透
し
、
と
り
わ
け

安
倍
政
権
以
来
、
日
本
は
確
実

に
「
い
つ
か
来
た
道
」
を
歩
ん
で

い
る
。
昨
年
末
、
福
岡
市
出
身
の

タ
レ
ン
ト
・
タ
モ
リ
氏
は
、
あ
る

テ
レ
ビ
番
組
で
「２
０
２
３
年
は
、

新
し
い
戦
前
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
」
と
発
言
し
た
。
こ

の
認
識
は
、
決
し
て
大
げ
さ
で

は
な
く
、
日
本
を
覆
う
具
体
的

な
「
脅
威
」
も
示
せ
ぬ
ま
ま
、
防

衛
費
を
増
大
さ
せ
た
岸
田
政
権

ら
に
よ
っ
て
具
現
化
さ
れ
て
い

る
。こ

う
い
う
時
勢
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
福
岡
の
地
で
、
そ
し
て
全

国
で
高
島
満
兎
を
売
り
出
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
昨
年
は
、

反
戦
や
女
性
の
権
利
向
上
を
訴

え
た
活
動
家
・
伊
藤
千
代
子
が

映
画
化
さ
れ
て
話
題
に
な
っ
た

が
、
満
兎
の
人
生
も
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
賠

同
盟
の
高
知
と
福
岡
の
両
組
織

で
何
か
企
画
が
で
き
な
い
も
の

か
、
思
案
中
で
あ
る
。

（
森
本
琢
磨
）
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24
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た

高
島
満
兎



『
詩
人
』
は
新
井
徹
の
『
詩

精
神
』
を
ひ
き
つ
い
で
一
九
三

六
年
一
月
か
ら
十
月
号
ま
で

十
冊
が
文
学
案
内
社
か
ら
で

た
。
貴
司
山
治
と
遠
地
輝
武

が
編
輯
に
あ
た
っ
た
。
頁
数

も
『
詩
精
神
』
の
百
㌻
前
後
に

く
ら
べ
て
『
詩
人
』
は
百
三
十

㌻
以
上
を
確
保
し
”
舞
台
”
を

ひ
ろ
く
し
た
。
表
紙
は
柳
瀬

正
夢
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で

迫
力
が
あ
っ
た
。
柳
瀬
正
夢

は
『
戦
旗
』
の
表
紙
や
『
無
産

者
新
聞
』
の
カ
ッ
ト
、
全
農
運

動
、
水
平
運
動
の
ポ
ス
タ
ー

な
ど
手
が
け
て
き
た
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
に

い
た
”
ね
じ
釘
の
両
家
”
で
知

ら
れ
て
い
た
。
絵
や
装
頓
の

署
名
に
ね
じ
釘
の
頭
を
示
す

●
の
マ
ー
ク
を
使
っ
た
。
合
法
・

非
合
法
の
な
か
で
仕
事
を
こ

な
し
た
両
家
だ
っ
た
。

「
創
刊
辞
」
に
は
『
詩
精
神
』

の
果
し
た
積
極
的
役
割
は
わ

が
『
詩
人
』
の
そ
の
ま
ゝ
継
承

す
る
と
こ
ろ
と
な
る
」こ
と
を

か
か
げ
、
「
続
々
と
生
れ
て
く

る
勤
労
階
級
の
若
き
詩
人
の

育
成
」
と
「
真
に
新
し
い
生
命

あ
る
日
本
詩
の
実
現
を
期
」

に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

創
刊
号
に
は
「
大
正
・
昭
和
・

詩
壇
史
」を
入
れ
、
二
月
号
は

全
国
同
人
雑
誌
同
人
推
薦
詩

特
輯
、
つ
づ
い
て
女
性
詩
、
児

童
詩
な
ど
の
特
輯
、
マ
ヤ
コ
フ

ス
キ
ー
七
年
忌
、
八
月
号
は

「
ゴ
リ
キ
イ
記
念
特
輯
号
」
、

つ
づ
い
て
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
青
年

詩
集
」
、
「
中
国
青
年
詩
集
」
、

デ
ミ
ア
ン
・ベ
ー
ド
ヌ
イ
紹
介
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
作
家
大
会
紹
介
、

地
方
詩
壇
の
動
き
と
い
う
具

合
に
、
問
題
の
ひ
ろ
げ
方
、
と

ら
え
方
を
し
た
「
進
歩
的
」
な

総
合
雑
誌
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
っ
た
。
創
刊
号
は
う
り
切

れ
た
。

作
家
同
盟
時
代
の
詩
人
に

加
え
て
、
新
し
く
登
場
す
る

そ
の
あ
と
の
詩
人
が
ま
じ
り
、

い
っ
せ
い
に
強
い
花
の
開
い
て

い
く
に
ぎ
わ
い
が
あ
っ
た
。
し

か
し
五
月
号
の
「
編
輯
後
記
」

に
「
『
五
月
の
歌
』
そ
れ
を
わ

れ
ゝ
は
忘
れ
て
ゐ
る
の
で
は

な
い
。
僕
ら
の
唇
は
そ
の
歌
へ

の
憧
れ
に
ふ
る
へ
て
ゐ
る
」
と

か
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、

こ
の
年
の
三
月
、
メ
ー
デ
ー

禁
止
通
達
が
で
て
き
て
い
た
。

『
詩
人
』
刊
行
を
め
ぐ
る
状
も

き
び
し
く
な
っ
て
き
て
い
た
。

さ
て
こ
の
『
詩
人
』
と
高
知
関

係
で
あ
る
が
、
ま
ず
創
刊
号

に
槙
村
浩
の
長
編
叙
事
詩

「
バ
イ
ロ
ン
・
ハ
イ
ネ
─
獄
中

の
一
断
想
」
が
発
表
さ
れ
た
。

三
百
七
十
五
行
十
一
㌻
に
わ

た
る
壮
大
な
詩
で
あ
り
、
四

年
ぶ
り
の
活
字
で
あ
っ
た
。

獄
中
で
バ
イ
ロ
ン
、
ハ
イ
ネ
の

亡
霊
と
問
答
を
重
ね
な
が
ら

非
転
向
の
論
理
を
押
し
だ
し

て
い
く
詩
で
あ
り
、
韜
晦
さ

ゆ
え
に
官
憲
の
眼
を
く
ぐ
り

ぬ
け
た
詩
で
あ
っ
た
。

大
江
鉄
麿
は
一
、
四
、
六
月

号
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
、

「高
知
詩
壇
の
報
告
」
、
詩
「夜

の
運
搬
場
で
」
を
の
せ
、
広
海

大
治
は
四
月
号
に
サ
ガ
レ
ン

開
発
現
場
を
告
発
し
て
い
く

「
サ
ガ
レ
ン
の
浮
浪
者
」
、
八

月
号
に
北
海
道
開
拓
農
民
の

押
し
ひ
し
が
れ
な
が
ら
し
ぶ

と
く
生
き
る
農
民
運
動
家
を

長
編
詩
「
黒
い
流
れ
」
に
か
い

た
。
倉
橋
潤
一
郎
も
小
評
論

を
寄
せ
、
大
石
喜
幸
も
詩
「夜

の
中
で
」
を
か
き
、
倉
橋
顕
吉

も
風
間
耿
で
詩
「
花
に
愛
を
」

を
か
い
た
。

そ
し
て
最
終
号
と
な
る
十

月
号
に
田
村
乙
彦
は
、
農
民

運
動
の
実
践
の
な
か
か
ら
う

ま
れ
た
長
編
詩
「
母
」
を
か
い

た
。
農
民
運
動
の
さ
し
ず
に

で
か
け
て
い
く
「
無
産
党
」
の

息
子
の
か
が
や
い
て
い
る
詩

で
あ
っ
た
大
江
満
雄
は
、
ほ

と
ん
ど
毎
号
、
詩
と
評
論
を

か
き
つ
い
だ
。

こ
の
『詩
人
』
誌
上
で
、
日
本

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
高

知
支
部
時
代
の
詩
人
、
槙
村

浩
、
広
海
大
治
、
田
村
乙
彦

ら
の
力
量
を
も
っ
た
作
品
が
、

ふ
た
た
び
成
熟
し
た
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
ピ
ー
ク
を

か
ざ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品

と
し
て
登
場
し
た
。
い
ず
れ

も
弾
圧
後
、
か
く
場
所
を
も

つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
に
、
作
家
同
盟
時
代
よ
り

一
足
お
く
れ
て
詩
の
出
発
を

し
た
世
代
の
詩
人
た
ち
が
、

槙
村
浩
ら
の
あ
と
を
継
ぐ
よ

う
に
育
っ
て
い
た
。
大
江
鉄
麿

で
あ
り
、
倉
橋
潤
一
郎
で
あ

り
、
倉
橋
顕
吉
、
大
石
喜
幸

ら
で
あ
っ
た
。

だ
が
『
詩
人
』
の
廃
刊
は
一

九
三
六
年
十
月
だ
っ
た
。
同

時
に
刊
行
予
告
の
で
た
文
学

案
内
社
の
『
一
九
三
六
年
詩

集
』
も
未
刊
に
お
わ
っ
た
。
高

知
で
は
こ
の
二
ヵ
月
後
の
十

二
月
五
日
人
民
戦
線
事
件
一

斉
検
挙
が
あ
り
、
そ
の
な
か

に
槙
村
浩
、
田
村
乙
彦
も
連

座
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

(３) 高知県版「不屈」№４２９ №５８４付録

故

猪
野

睦
氏

作
品

埋
も
れ
て
き
た
群
像
よ
り

詩
人
の
時
代

最
終
号
と
な
っ
た
「
詩
人
」
１
９

３
６
年
10
月
号
。
田
村
乙
彦
「母
」

な
ど
を
掲
載
。
表
紙
・柳
瀬
正
夢



岸
田
首
相
の
施
政
方
針
演

説
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ラ
ジ

オ
か
ら
流
れ
て
き
た
。
「
…
こ

の
国
会
の
場
に
お
い
て
、
国
民

の
前
で
正
々
堂
々
議
論
を
し
、

実
行
に
移
し
て
参
り
ま
す
」

と
の
言
葉
に
唖
然
と
し
た
。

国
会
で
ま
と
も
な
議
論
を

し
な
い
し
、
閣
議
決
定
で
進

め
て
き
た
で
は
な
い
か
？
そ

し
て
、
「
外
交
に
は
裏
付
け
と

な
る
防
衛
力
が
必
要
で
す
」

武
器
を
持
っ
た
外
交
は
戦
争

だ
。
何
と
い
う
こ
と
を
言
う

の
か
？

「
子
ど
も
・
子
育
て
の
当
事

者
で
あ
る
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の

現
場
の
方
、
若
い
世
代
の
方
々

の
意
見
を
徹
底
的
に
お
伺
い

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
」

と
も
。
今
ま
で
声
を
聞
い
て

こ
な
か
っ
た
の
か
？
「
日
本
全

国
の
皆
さ
ん
が
輝
け
る
、
未

来
に
希
望
を
持
て
る
日
本
を

つ
く
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を

二
度
も
言
っ
た
が
、
こ
ん
な

方
針
で
は
輝
け
な
い
し
、
希

望
も
持
て
ん
が
よ
！
と
、
怒

り
で
シ
シ
ト
ウ
を
収
穫
す
る

手
元
が
狂
い
そ
う
に
な
っ
た
。

嘘
を
滔
々
と
語
る
首
相
に

任
せ
て
い
た
ら
、
国
は
滅
び

て
し
ま
う
。
憲
法
を
変
え
て

戦
争
す
る
国
に
突
き
進
む
流

れ
を
止
め
た
い
。
そ
う
思
う

時
、
弾
圧
で
犠
牲
に
な
っ
た

伊
藤
千
代
子
さ
ん
た
ち
の
事

が
胸
に
受
か
ぶ
。
命
を
か
け

た
意
思
を
受
け
継
い
で
い
き

た
い
。（

須
崎
市
議
・

宮
田
志
野
）

☆
同
盟
員

２
６
３
名

井
上
淳
一
さ
ん
が
死
亡
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

☆
署
名

（
個
人
）３
３
５
筆

（
団
体
）
２
筆

☆
「伊
藤
千
代
子
」高
知
市
再

上
映

【報
告（
森
岡
）】

１
月
８
日（
日
）
自
由
民
権

記
念
館
に
て
高
知
市
二
回
目

の
上
映
会
を
行
い
ま
し
た
。

正
月
明
け
の
厳
し
い
日
程

で
し
た
が
、
団
体
、
個
人
の
協

力
で
会
場
に
は
１
０
２
人
の

方
が
観
に
き
て
下
さ
い
ま
し

た
。

前
回
と
比
べ
感
想
ア
ン
ケ
ー

ト
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
真
っ

正
直
な
生
き
方
に
感
動
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

今
、
岸
田
内
閣
に
よ
る
暴

走
。
閣
議
決
定
で
ア
メ
リ
カ

と
一
体
と
な
っ
て
軍
拡
を
推

し
進
め
る
今
の
政
治
に
戦
前

の
戦
争
が
重
な
っ
て
見
え
て

き
ま
す
。
伊
藤
千
代
子
の
生

き
た
時
代
を
繰
り
返
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
県
下
の
上
映
会
は
２

回
目
と
な
り
、
今
後
は
高
知

市
以
外
で
普
及
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

尚
、
幹
事
会
で
県
内
・
獄
死

者
の
墓
前
祭
と
上
映
会
が
出

来
な
い
か
の
意
見
が
挙
が
っ

て
い
ま
す
。

☆
女
性
部
：
青
年
部

☆
財
政

会
費
、
書
籍
、
年
賀
広
告
、

募
金
を
２
月
幹
事
会
に

〇
編
集
後
記

昨
年
末
の
４
閣
僚
更
迭
に

続
き
、
今
度
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の

暴
言
で
秘
書
官
を
更
迭
。
今

回
は
、
人
権
感
覚
を
問
わ
れ

る
深
刻
な
事
態
に
…
。（
M
）

〇
女
性
部
の
広
場

命
を
か
け
た
意
思
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い

３
月
幹
事
会

日
時

３
月
16
日（
木
）

14
時
〜

場
所

平
和
資
料
館

・草
の
家

２０２２年１2月8日 高知県版「不屈」№４２7 (４)

１
月
幹
事
会
報
告

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

今
後
は
高
知
市
以
外
で
の
普
及
を

宮
田
志
野
さ
ん


